
令和８年度　部の事業計画

部局名 危機管理 部局長名 加護　剛

部局の事業方針

優先順位 事　業　名 新規or継続 課名 総合計画の位置付け

1 橿原市総合防災訓練及び災害対応訓練 新規 危機管理課 13.防災

2 デジタル防災行政無線システム整備事業 継続 危機管理課 13.防災

3 避難所開設体制の強化 新規 危機管理課 13.防災

4 地域防災計画の更新 継続 危機管理課 13.防災

5 内水ハザードマップの作成 新規 危機管理課 13.防災

6 自主防災組織の育成と連携 継続 危機管理課 13.防災

7
小中学生の防災教育の推進及びかしはら安心パークの
効果的な利活用

継続 危機管理課 13.防災

8 防災協定締結の推進 継続 危機管理課 13.防災

9 県広域消防との連携 継続 危機管理課 13.防災

10 旧やわらぎの郷の利活用 継続 危機管理課 13.防災

部・局の重点事業
～部・局の使命、役割を達成するために何に重点をおいて事業を展開するのか～

〇実際に災害が起きたことを想定して、市民が安全を確保したうえで速やかに避難できるよう具体な訓練方法を策定する。
〇各種避難所との連携強化などで要支援者でも安心して避難できる環境を作る。
〇全市民が混乱することなく有事の際に備えるために、あらゆる方法で計画等を周知する。
〇策定したルールに基づきイベント等でトイレトラックを活用する。個別防災無線の希望者を定期的に募集する。
〇活用計画に基づき運用する方法を検討し、施策に貢献する施設として使用できるように整備していく。


